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国
立
社
会

保
障
・
人

口
問
題
研

究

所

が

「
日
本
の

地
域
別
将
来
推
進
人
口
」

を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
わ
が
街

寝
屋
川
市
の
人
口
は
二

三
万
八
二
〇
四
人
（
二

〇
一
〇
年
）
か
ら
、
三

〇
年
後
の
二
〇
四
〇
年

に
は
一
七
万
八
三
六
一

人
に
、
約
六
万
人
、
二

五
％
も
減
少
す
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
▼
六

五
歳
以
上
は
人
口
の
四

〇
．
五
％
を
し
め
（
一

〇
年
は
二
三
．
五
％
）
、

大
幅
に
増
加
し
ま
す
。

一
方
、
一
四
歳
ま
で
の

子
ど
も
の
人
口
は
八
．

七
％
（
一
〇
年
は
十
二
．

八
％
）
と
さ
ら
に
減
少

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

▼
一
人
の
女
性
が
子
ど

も
を
生
む
人
数
が
二
．

〇
七
人
で
あ
れ
ば
、
人

口
は
維
持
で
き
ま
す
が
、

寝
屋
川
市
で
は
一
．
二

人
程
度
で
、
現
状
で
は

人
口
減
少
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
若
い
人
が
結

婚
し
、
子
ど
も
を
生
み

育
て
ら
れ
る
条
件
整
備

は
急
務
で
す
▼
ま
た
人

口
減
少
時
代
の
街
づ
く

り
で
大
事
な
こ
と
は
、

開
発
主
義
か
ら
の
脱
却

で
す
。
緑
や
農
地
を
破

壊
す
る
、
新
た
な
大
規

模
開
発
は
や
め
る
こ
と
。

い
ま
住
民
が
住
ん
で
い

る
地
域
で
住
民
が
住
み

つ
づ
け
ら
れ
る
リ
フ
ォ
ー

ム
型
の
街
づ
く
り
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
空
き

地
、
空
き
家
が
増
え
る

中
、
農
地
や
緑
地
の
再

生
も
重
要
な
課
題
と
な

り
ま
す
。 視界

あかつき園・ひばり園

公設公営の施設で継続を

民
間
事
業
者
で

セ
ン
タ
ー
的
役
割
可
能
か

就
学
前
の
障
害
児
の

発
達
支
援
施
設
で
あ
る
、

「
市
立
あ
か
つ
き
・
ひ

ば
り
園
の
一
四
年
度
か

ら
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
の
検
討
」
を
、
市

が
明
ら
か
に
し
、
保
護

者
、
関
係
者
か
ら
公
設

公
営
の
施
設
と
し
て
継

続
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ

て
い
ま
す
。

寝
屋
川
全
体
の
子
ど

も
の
発
達
保
障
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
軸
と
し
て

の
役
割
り
を
果
た
し
て

き
た
こ
の
施
設
を
、
民

間
事
業
者
に
管
理
運
営

を
委
ね
る
こ
と
に
、
強

い
不
安
や
批
判
の
こ
え

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も

公
的
責
任
が
重
要

三
月
市
議
会
で
、
市

は
地
域
包
活
支
援
セ
ン

タ
ー
の
例
を
あ
げ
、
問

題
が
な
い
と
の
姿
勢
を

示
し
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
者
の
総

合
相
談
支
援
、
介
護
予

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ど
の
機
能
を
に
な
う

組
織
で
す
。

全
国
的
に
も
多
く
が

民
間
事
業
者
が
運
営
し

て
お
り
、
国
の
社
会
保

障
審
議
会
介
護
保
険
部

会
で
も
、
「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
行
政

か
ら
の
丸
投
げ
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
委
員
の
指
摘
に
、

厚
労
省
も
否
定
で
き
ま

せ
ん
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
寝
屋
川
市
で
も

民
間
法
人
に
委
託
さ
れ

て
い
ま
す
。
関
係
者
が

努
力
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

少
な
い
人
員
で
な
か
な

か
手
が
ま
わ
ら
な
い
状

況
が
あ
る
こ
と
、
本
来

行
政
が
責
任
を
に
な
う

べ
き
こ
と
を
、
肩
代
わ

り
す
る
困
難
さ
が
あ
る

と
聞
き
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
が
導

入
さ
れ
て
か
ら
、
行
政

の
仕
事
は
保
険
料
の
徴

収
、
要
介
護
認
定
事
務

が
中
心
に
な
り
、
相
談

機
能
の
後
退
が
全
国
的

に
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。地

域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
場
合
も
、
い
ま

大
事
な
こ
と
は
行
政
が

介
護
や
医
療
に
対
す
る

公
的
な
責
任
を
果
た
す

こ
と
で
す
。

あ
か
つ
き
園
・
ひ
ば

り
園
に
つ
い
て
も
セ
ン

タ
ー
的
役
割
を
果
た
す

た
め
に
は
、
公
設
公
営

で
正
規
の
専
門
職
員
を

き
ち
ん
と
配
置
し
て
、

取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。

議会費等研究会

４月２２日（月）午後１時
市役所 議会棟４階 第１・２会議室

定数削減・議員報酬などについて

傍聴にご来場下さい

あかつき園・ひばり園
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先
日
、
訪
問
し
ま

す
と
、
「
え
え
と
こ

来
は
っ
た
。
ご
み
収

集
車
か
ら
聞
こ
え
る

音
楽
が
朝
か
ら
『
夕

や
け
こ
や
け
』
は
、

気
が
ぬ
け
る
や
な
い

か
。
何
と
か
な
ら
な

い
か
」
と
い
う
相
談

で
し
た
。

私
も
、
何
で
朝
か

ら
「
夕
や
け
こ
や
け

の
赤
と
ん
ぼ
」
の
曲

な
の
か
、
時
刻
や
季

節
等
関
係
な
い
童
謡

が
あ
る
の
に
と
、
思
っ

て
い
ま
し
た
。

市
の
担
当
課
に
問
い

あ
わ
せ
ま
す
と
寝
屋
川

市
は
○
九
年
か
ら
「
赤

と
ん
ぼ
」
の
曲
に
な
り
、

市
に
よ
っ
て
は
ご
み
の

種
類
に
よ
っ
て
音
楽
を

変
え
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
そ
う
で
す
。

「
こ
ん
な
曲
が
よ
い

の
で
は
」
な
ど
、
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

都市農業振興へ

思いきった施策の具体化を

議員日誌

市
内
の
農
地
二
〇
年
前
の
六
割
に
減
少

市
が
実
施
し
た

市
民
意
識
調
査
で

市政に市民のこえ

届いている１１．６％

が
四
三
．
九
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
寝

屋
川
市
政
に
対
す
る
市

民
の
厳
し
い
評
価
を
示

し
て
い
ま
す
。

「
市
民
の
意
見
を
反

映
す
る
、
当
た
り
前
の

市
政
」
が
引
き
続
き
重

要
な
課
題
で
す
。

三
月
市
議
会
で
日
本

共
産
党
は
、
都
市
農
業

の
振
興
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

昨
年
八
月
の
農
林
水

産
省
の
「
都
市
農
業
の

振
興
に
関
す
る
検
討
会
」

の
中
間
的
取
り
ま
と
め

や
、
九
月
の
国
土
交
通

省
の
「
都
市
計
画
に
関

す
る
諸
問
題
の
今
後
の

展
望
」
で
は
、
都
市
農

地
、
都
市
農
業
に
つ
い

て
、
「
消
費
地
に
近
い

食
料
生
産
地
や
災
害
の

避
難
地
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

昨
年
夏
、
市
が
実
施

し
た
市
民
意
識
調
査

（
一
八
歳
以
上
の
市
民

が
対
象
、
回
収
数
二
〇

五
七
人
）
で
は
「
寝
屋

川
市
政
に
、
市
民
の
声

が
届
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
か
」
の
問
い
に
対

し
、
「
思
わ
な
い
」
四

三
．
九
％
（
あ
ま
り
思

わ
な
い
二
七
．
三
％
、

思
わ
な
い
一
七
．
三
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
「
思
う
」
一

一
．
六
％
（
思
う
三
．

一
％
、
少
し
思
う
八
．

五
％
）
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
「
ど

ち
ら
と
も
言
え
な
い
」

新
た
な
開
発
で

農
地
削
減
の
う
ご
き

ン
の
場
と
し
て
多
様
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
」

と
評
価
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
存
在

と
活
用
の
た
め
の
具
体

的
な
施
策
等
の
検
討
を

す
す
め
る
こ
と
を
提
起

し
て
い
ま
す
。

寝
屋
川
市
内
の
農
地

は
二
〇
年
前
と
く
ら
べ
、

六
割
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
そ
の
上
、
第
二
京

阪
道
路
沿
道
の
新
た
な

開
発
で
、
さ
ら
に
農
地

が
減
ら
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
行
政

が
市
内
農
地
の
削
減
に

歯
ど
め
を
か
け
、
農
地

保
全
と
農
業
振
興
に
責

任
を
果
た
す
こ
と
、
農

地
所
有
者
と
市
民
の
共

同
に
よ
っ
て
、
農
地
と

農
業
の
維
持
発
展
を
す

す
め
る
べ
き
と
、
主
張

し
ま
し
た
。

市
は
、
「
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中

で
農
地
保
全
を
位
置
づ

け
て
い
る
」
「
貸
農
園

の
充
実
等
に
努
め
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

農
地
保
全
と
農
業
振

興
へ
、
思
い
き
っ
た
施

策
が
も
と
め
ら
れ
ま
す
。

第２京阪道路沿道の農地


